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研究課題等：高齢者の介護予防、家族介護者の支援、社会的要因と健康 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

キーワード：高齢者、介護予防、認知症、家族介護、介護負担、社会的孤立、社会的サポート、社会参加、ソー

シャル・キャピタル、社会関連資本、孤独感、独居、地域包括ケア、Age & Dementia-Friendly Cities、健康の

社会的決定要因、社会疫学、公衆衛生学、老年学 

目的、内容、方法等： 
 日本は高齢化率世界一であり、高齢者がいつまでも住み慣れた地域で暮らし続けることを目指した地域包括ケ

アが推進されています。そのためには、高齢者の要介護状態の予防、生活の支援、さらにはその家族への支援も

非常に大切です。また、私たちの健康や暮らしは、個人や地域の社会関係や社会的支援による影響を大きく受け

ます。豊かな社会関係が育まれた地域は、高齢者の健康や暮らしを支えるだけでなく、次世代へより良い地域社

会を残していくために重要です。 
本演習では、主に量的研究の側面から、高齢者やその家族の諸問題とその解決を目指したテーマを扱います。

データの分析や統計解析の指導をとおし、物事を理論的に客観的に考える力を支援します。また、卒業論文に備

えて、論文の書き方や文献の読み方などの基本を学びます。 
 
授業計画： 

3 年次前期には、高齢者やその家族の諸問題を考えていきます。その上で、学術研究とは何なのか、どのよう

に進めたらよいのかを確認していきます。各自の関心に即し、資料の収集方法を学びます。それらを踏まえて卒

業研究計画をまとめていきます。 
3 年次後期には、研究テーマを明確にし、個別指導やグループワーク等を通じて、卒業研究の構想を整理して

いきます。また、テーマに応じて、データの分析や統計解析を学んできます。 
4 年次には、卒業論文の執筆を進め、また完成度を高めるためにディスカッションおよび個別指導を行います。

就職活動や公務員試験など他の予定をあらかじめ予測し、計画的に卒業論文を終えられるよう支援していきます。

担当教員からのメッセージ 

 

世の中には様々な社会的な課題があると思います。社会の諸問題に目を向け、次世代によ

りよい地域社会を残していくために、何が必要で何ができるのかについて考えるきっかけに

なればと思います。主に地域包括ケアを目指した高齢者や家族介護者の支援を扱いますが、

その他多様なテーマも歓迎します。積極的にディスカッションをして、自分の考えや意見を

持つ力が育まれれば幸いです。 


